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１．緒言 

熱電能は物質に与えた温度差T と両端の電圧V か

ら S = V/T と定義される。この定義に基づけば、測

定値は、試料と熱起電力測定用のリード線の熱電能の

和となる。熱電材料評価では絶対値が必要なため、リ

ード線の熱電能が独立に測定される。これまで、トム

ソン係数から絶対熱電能を導く方法により、Pb、Pt、

Cu [1], [2]の値が決定された。その一方、従来法はトム

ソン係数の導出に熱伝導率を必要とする課題があった。

そこで、AC と DC 電流を組み合わせ、熱伝導率が不

要な AC-DC 法[3]により Pt のトムソン係数を測定した。 

 

２．実験方法 

絶対熱電能 S は、トムソン係数の測定値から、(1)

式のケルビンの関係式を用いて導かれる。 
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(2)式は AC-DC 法によるトムソン係数を示す[3]。試

料の熱伝導率と寸法を測定せずに、交流電気量からト

ムソン係数を導出可能な利点がある。熱電能の導出で

は、(1)式の第 1 項を熱電能が既知の Cu との相対測定

により決定した。 

 

３．実験結果と考察 

Fig. 1 には、AC-DC 法を用いて測定したトムソン係

数の温度依存性を示す。銅ブロックで両端を固定した

Pt 線（99.999 %）を真空チャンバに設置し、温度勾配

を与えた。試料の温度勾配は 20 K、電流実効値は 2.5 A

である。トムソン係数は温度に対し平坦な特性を示し

た。測定ばらつきは 2V/K（1σ）以下であった。温度

変動を抑制し、測定ばらつきの改善を行う予定である。

Fig.2 には、(1)式から導出した熱電能を示す。直線的に

変化する金属に典型的な温度依存性を示した。従来法

の結果とも良く一致した。以上より、AC-DC 法から熱

伝導率によらず絶対熱電能を導出することに成功した。 
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Fig. 1 Measured Thomson coefficient of Pt thin-wire 
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Fig. 2 Absolute Seebeck coefficient of Pt thin-wire 
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